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情報モラル 情報セキュリティ 解説

１ スマ を 作しながら自 に っていると、法 反になる。
解
解説 法では、自 であってもスマ を 作しながら することは 反とされている。

２ 事等で コンを 用するという目的であれば、マ ス 作程度であれば長時間 しても に問題は発生し
ない。
解
解説 目的に関わら 、 コンの長時間 用は、目の につながるの 度な が 要です。

３ イトや ルマ で収 された ール レスが 業者に ることもあるので、 ット上の個人情報の
は 要 度にすべきである。

解
解説 意を った人は、 ール レスをは めとした個人情報を収 しています。個人情報の ・提 は

要 度にしまし う。

「 用 の 体 が している」というニュースを とつの イトだけではなく、 かの イ
トでも確認するべきである。
解
解説 複数の情報発 （ ディ ）を確認することは、 う を確認するために な です。

関 のある相 との ット上のコ ュニ ーシ ンにおいても、 意を つ者が「なりすまし」をしている
能 があるのを に に れておくべきである。

解
解説 のなりすまし が発生したこともあります。相 の ッセー に を えたら、 人確認する

ことが です。

関 のある相 から られた ッセー や フ イルは間 いなく 全であるので、 に を ける 要
はない。
解
解説 意を つ者がなりすまししている ースや、相 が間 いなく 人でも問題のあるフ イルや と ら

に してくる ースもあります。

では、 く しい 人としか 稿のやり りをしないように しがちだが、 当は 中の ー
ーから見られるものであることを に がけておくべきである。
解
解説 などの の 稿は 中の ー ーから見られる であることを意 すべきである。

をニック ームで 用していても、 に問い合わせれば を教えてくれるので、 は レ
ることを自 しておくべきである。
解
解説 は、実 を問い合わせても回 しません。しかし、 の情報発 であっても、それを と思

う ー ーによって、ブログや などの過 情報を い らい べ上 られ、実 や個人情報をさらさ
れるという事 が発生しています。

上に づいたら、す に 当のツイートを し、 しいツイートで すべきである。
解
解説 きちんとした対 をとることが、 上を に える 一の方法です。

１ きれいなお があったので、中に って してインス グラムに 稿した。「立 」とあったが、 を
まなように を けて ったので問題はない。
解
解説 「立 」と書かれている場 の はルール 反である。どんなに を けていても ってはいけま

せん。

１１ しいラ ルの り ュースを見つけた。それを し、自 に ってから してインス グラムに 稿し
た。
解
解説 自分で した を自 で することは問題はありません。なお、 したあとは、 しくいただく

ことがマ ーです。

１２ が多いことが のラー ン で、インス グラムを 稿するために、 べきれないことを で超 りを
んだ。 分 上 したが、お をきちんと っているので問題ない。

解
解説 いくらお を うとはいえ、 すことを 提で の を 文することはマ ー 反にあたります。

１３ 人 の 関 を さないために、相 からの ッセー はできるだけ早く返 すべきである。
解
解説 に いで返 をしようとすると、生活に がでたり、コ ュニ ーシ ンが重 になったりすることが

ありますので、自分のペースで返 することをあらか め相 に説 しておくとよいでし う。
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１ 人間の ッセー 能の 用にはトラブルが多いので、 当に しい 人とは ッセー 能を 用しないよ
うにする。

解
解説 当に しい相 であれば、 ッセー 能の い方を相 ときちんと話し合ってから 用するとよいでし

う。

１ ッセー 能の 用においては、お互いがそれぞれのペースで えるように しながら っていくとトラブ
ルが こりにくい。
解
解説 ッセー 能に り回せれてしまうと、 しいは のコ ュニ ーシ ンが重 になる 能 がある

ので、お互いに が 要です。

１ 書 で の中身を する「デ ル き」は として せられる。
解
解説 「デ ル き」は法 に れる行 ではありませんが、一 的に書 では、ルールとして されてい

ることが多いです。

１ 授業の 義の様 を することは 作 の にあたり、 対にしてはいけない。
解
解説 的 用の 内での であれば 作 に当たりませんので、学校の 生の があれば しても

いません。

１ 義の を するだけであれば、 の も 要ない。
解
解説 と 様に、 義の も 的 用の 内での できますが、学校の 生の を まし う。

１ の ックイン 能を 用して 人と一 にいるとこ を 稿したが、 人に 稿して いか確認すべきで
ある。
解
解説 一 にいる人の中には、その場にいることを られたくないと思っている人もいる 能 がありますので、

一 にいることを 稿する際には確認が 要です。

２ スマ の ス ー は れてしまってはいけないので、初 のままにしておく方がよい。
解
解説 スマ の初 の ス ー は、 後す に しまし う。

２１ スマ の ールや画 を するときには、その 能の 能を えば できないので である。
解
解説 能の一 的な 能だけでは、デー は 全には されないこともあります。

２２ 人 画の 場キ ラク ーに せて いたクラス イトのイラストをクラスＴシ ツに してもよい。
解
解説 のキ ラク ーとの が認められる場合、つまり がわかるようなデ インの場合は 者

からの が 要となります。

２３ 個人のブログとはいえ、 人が作成したイラストや した画 を 用したとこ 問題があった。ブログ 文で
あれば、どれだけ しても問題はない。
解
解説 画 だけではなく、ブログの 文にも 作 は発生しますので、 は 法です。ただし、 なルー

ルを った 用は 能です。

２ ニュース であれば、 ットに 稿してもよい。
解
解説 ニュース にも、 、 作者 の思想や表現が っており、 作物とされますので、 作 法で さ

れます。

２ を自分と家 のために ック ップ用として複 した。
解
解説 や の家 間の し りや ック ップ用の複 作などは、 的 用の に ります。ただしコ

ープロテクトがかかっているものを解 することは 法になります。

２ コ ペしてレポートを提出したら レてしまった。今回は が かった。
解
解説 イン ー ットからコ ペを見分ける フト が しますので、 にコ ペを見分けることができ

ます。

２ 用する文章は しないことが原 だが、 字・ 字の 正は問題ない。
解
解説 字・ 字を めて、 用 の文章を改 してはいけません。

２ 用 の文章は の文章であるか、 作者 だけ すればよい。
解
解説 作者 の か、書 など、読者が 用 の文章を できる情報を する 要があります。
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ケータイ社会と情報モラル Vol.2 ワークシート 
解答 

 

【２】ＳＮＳを利用することで遭遇する可能性のあるトラブルについて説明した文章です。空欄を埋め

て文章を完成させましょう。 

 

 ＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）は空間や世代を超えて交流する楽しさがある反

面，一度もあったことがない人と仲良くなる可能性があります。その中には，悪意をもって近づいてく

る性犯罪者などもいる可能性があります。被害に遭わないためには，名前や電話番号，メールアドレス

だけでなく，ＳＮＳのＩＤなどもむやみに公開しないことが大切です。また，ネット上で知り合った見

ず知らずの人と会うことは，とても危険なことであることを認識しなければなりません。 

 また，ＳＮＳでは悪ふざけの写真や記事に基づいた炎上も問題になっています。法律やルールを犯し

た問題行動をＳＮＳで公開することは，公共の場に発信することと認識する必要があります。 

（１） 悪意 （２） ＩＤ （３） 炎上 

 

番号     名前                        
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実 ークシート

１

１ 料理について、 のようなレシ が されたペー を したい。正しいものを①～③の

うちから べ。

1 料理は されているが、 料理は されていない

2 料理と 料理、 方が されたもの

3 料理か 料理、 なくとも一方が されたもの

① 料理 AND 料理 ② 料理 or 料理

③ 料理 AND NOT 料理

２ のような の をする場合に なキー ー を せよ。また実際に した際の

結 数と、その際に った ン ン、 プシ ンも 述すること。

（ 結 が 10,000 を 回るようにすること）

数 キー ー 、 ン ン、 プシ ン等

１ ル か べる

都 の地 を見たい。
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SS情報
「系統別学科研究」について

Ⅰ なぜ今系統別学科研究なの

現在、大学や専門学校の分野・学部・学科の名称は非常に多様化し、その中から入りたい分野・学

部・学科に進学するためには、複数の学校の違いを多角的、批判的に比較検討する必要があります。

第１学年のうちに、じっくりと大学別に特徴や分野・学部・学科の講義内容などの違いを調査・研究

して、自分達が学びたい大学について考えて下さい。それがコース選択、ひいては、大学選びにつな

がります。

Ⅱ どのようなステップで研究を進めていくのか？

Step１ ：関心のある分野・学部・学科を絞り込もう！（研究する分野・学部・学科の確定）

１）各班ごとに抽選で選ばれた系統から調査研究する分野・学部・学科を決定しましょう。

抽選はこの授業の終わりに行います。

注）各班のメンバーおよび調査する系統は別紙参照。

様々な分野・学部・学科がありますので、各班で関心があり、研究したいと考えている学科

まで絞り込んでください。

例えば）文学部 → 「英文学科」、「国文学科」、「史学科」まで絞り込む。

理学部 → 「数学科」、「物理学科」、「科学科」まで絞り込む。

２）各班で、班長を決定し、「調査研究する分野・学部・学科」に必要事項を記入して系統別

学科研究①の授業時に提出してください。

３）各班で、どのように調査・研究していくのかを考えてください。

Step２ ：この学科を徹底的に調べよう！（学科研究）

調査研究する学科について、徹底的に調べてください。「系統別学科研究プレゼンテーション」

の作成にあたり、どのような方法で調べ、どのようにまとめるかは各班にまかせます。

また、この研究はクラス内で発表してもらいますので、他の人への学科案内となるような創意

工夫も考えてください。せっかくの研究ですので、互いの調査結果を発表して情報の共有化が図

れる内容にするようにしてください。各班で十分に話し合い、協力して、調査研究を行ってくだ

さい。

※ 調査方法として

１．進路指導室、学校図書館、地域の図書館などの書籍を利用する。

２．インターネットなどを利用する。学校のコンピュータを利用したい時は、教員に相談

する。

３．各自で職場見学、オープンキャンパスなどに参加する。この際は事前に担任に知らせ

ること。

などが考えられます。

Step３ ：「系統別学科研究プレゼンテーション」を作成しよう！（資料作成）

１）『SS 情報』の授業（５時間）を使って、PowerPoint を用いて「系統別学科研究プレゼン
テー ション」を作成してください。具体的な作成方法については、【Ⅲ発表プレゼンテ

ーションについて】を参考にしてください。

２）発表用原稿等を考え、発表の準備をしてください。具体的な発表方法ついては、 Step４

及び Step５ をみてください。

45



Step４ ： し う！（ ）

１）３ 班を１ ープとします。（担 が任意に分 ます。）

２）各班は、 ープ内で調べた学科について 分 で発表してください。

３）「相互 」を記入し、お互いに し、 め合いましょう。具体的な 方法ついては、

【 について】を参考にしてください。

）「系統別学科研究プレゼンテーション」を し、クラス発表の準備をしましょう。

情報を人に えることは、 に るための 要な 法です。お互いに することに

よって、自分の りないことに 、人のよい や別の考え方を学 ことがで ます。

Step５ ： ス で する （ ス研究 ）

１）各班は、クラス 員の前で、「系統別学科研究プレゼンテーション」を使って、班で調べた

学科について、発表時間 分 ２分で発表してください。

２）クラス発表では相互 はしませんが、 的に してください。

３）「自 表（ 表）」を記入して、研究を り りましょう。

大 の前で発表することは、大 ためになります。また、他の ープの発表を 、

を して、より多くの情報をクラスで共有しましょう。

Ⅲ 発表用プレゼンテーションについて

１）PowerPointを用いて、発表の際に使用するプレゼンテーションを作成してください。
２）プレゼンテーションの作成に際しては、『 からはじめる情報 テラシー』などを参考に

してください。

３）プレゼンテーションの 成は の りとします。

①学科の特徴を する。（ な や検定、 業 進路などを めること）

その学科がある な大学を す。

記の大学から３校を選択して、特徴や講義内容などの違いなどを比較する。

際に大学へ進学する際に考える内容を比較する。

比較内容をもとに、どのようにしてして、大学選択をしていくべ かをまとめる。

）他 へのプレゼンテーションを意 し、表現やレイ ト等にも創意工夫を らしてくださ

い。

① プレゼンテーションの は、表 を んで とすること。

表 には、調べた学部・学科名及び班員の 、 、 名を入れること。

表または SmartArtを１つ 入れること。

ラ を１つ 入れること。

ただし、表または ラ は Excelで作成したものを り 方が である。

メーションを１ 入れること。ただし、多く入れす て見にくくならない

ように十分に注意すること。また、 果的な メーションになるようにすること。

５）プレゼンテーションの イ は、各クラスの 内の「系統別学科研究」の

内の「 班」の に してください。 成しなくても 中であっても自 に

してかまいません。
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） 成したら、 クラスのフ ル 内の「 学科研究」のフ ル 内の「提出」に し

てください。フ イル には、学 学科・ 長のクラス・ ・ を けてください。

フ イル ： 数学科 799 長岡 一

）発表時間は 分程度とします。発表の際の原稿等を作成しておいてください。

） 問が出た際に えられるように もしておいてください。

評価について

１） 人による「自己評価 （ＩＣＥ評価表）」と教員による評価を に する。

２）評価の 点

① 目的にかなった が行われているか。

② 学 にしっかりと できているか。

③ した学 ・学科について、自分だけでなく 人に対しても分かり いまとめに

なっているか。

結 をもとに、 学 に生かしていく 点が 確かどうか。

表または SmartArt、グラフを的確に 用し、 的に活用できているか。

ニ ーシ ンを 的に うなど、 えるプレ ンテーシ ンが作成されているか。

その

１）提出 について

「 学科研究プレ ンテーシ ン」

：発表 の の 課後までに クラスの「 学科研究」のフ ル 内の「提出」

のフ ル 内に すること。

２）発表について

① 中間発表：10 を３グループに分けて，グループ内で発表する。

（グループ内で，相互評価し合い、クラスに向けての しの材料にする）

② クラス発表： 学科研究Ⅰまたは の授業ですべての がクラス発表する。

（発表 は当 まで らされない）

Ｓ モリーや モリーカー の ち みについての 意事

USB モリ自体にきちんと イルス

ックをしてください。

が一、 イルスが発見された場合は、

用を中 し、 やかに担当者に連 を

してください。

また、USB モリをコン ュー から

り す際には「 ー の 全な

り出し」を行ってから、 り してく

ださい。
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学 ・学科 学 研究 参考資料

る 書

１ ームペー

1 学の ームペー

学の ームペー には、 く 学の情報が っています。

2 進学 イト Benesse マ ン http://manabi.benesse.ne.jp/
高校生、 者、高校の 生を ポートするコ ュニティ。 情報、 学情報、おスス 法、

業・学問情報など ニュー 。

3 e 進 http://www.e-shinro.com/index.html
学だけでなく、 業、 学校や資 などについて、 く扱っている。

4 高校 ット http://www.koukou.net/
教 関連、進 関連だけではなく、高校生活全 に関するさま まな情報を ることができる。

２ 書 など

1 学 学 内・ ンフレット

学の情報が 験者や 学者向けに向けに く されています。 要ならば、個人で り

せてみまし う。 学の ームペー 上に に情報が っています。

2 時 文

学情報などを べるには、 からこの 。ただし、現 1 生は、2019 度・ 成 31 度 験

（2019 成 31 1 ～ 3 ）であることに をつける。 ・理科の科目 に 意する。

3 進 指導 ・ 書

進 指導 や 書 には、上 の や「 」（ 学 の情報･過 問題 、教学 、 学などの

ンフレット･書 など、多くそ っているので、 いに活用しよう。

4
には、 事、 業、 学、教 、生活などの 事も多いので、 、 時間でも目を し、

い 事があったら っくり読もう。

３ その

上 にも進 情報を り扱う web イトや書 はありますので、活用してかまいません。

※ 資料からデー を 用する際には， 用 をはっきりさせること
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こ
の

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

に
基

づ
い
て

評
価

し
、
当

さ
れ
る

「
相

互
評
価

表
」

に
評
価

や
想

を
し
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

後
に

発
表

者
に

し
て

く
だ

さ
い

。

評
価

目
１

２
３

学
科

の
学

科
の

が
説

さ
れ

て
ど

の
よ

う
な

こ
と
を

学
ぶ

学
学

科
の

は
わ

か
る

が
そ

の
学

科
で

体
的

に
ど

の
能

な
資

や
、

い
な

い
。

科
な

の
か

と
な

く
わ

か
体

に
け

る
。

よ
う

な
こ

と
が

学
べ

る
の

か
業

後
の

進
な

ど
よ

り

る
。

わ
か

る
。

し
く

が
説

さ
れ

て
い

る
。

し
て

い
る

内
容

よ
う

な
学

を
ん

で
し

て
い

る
内

容
は

よ
い

し
た

内
容

に
よ

っ
て

表
や

グ
ラ

フ
な

ど
を

活
用

し
表

や
グ

ラ
フ

な
ど

に
が

い
る

の
で

し
て

い
る

内
が

、
学

の
い
が

わ
か

ら
学

の
い

が
よ

く
わ

か
て

す
る

内
容

に
っ

て
み

ら
れ

学
に

い
が

は

容
が

で
あ

る
。

な
い

。
る

。
学

の
い

を
わ

か
り

や
っ

き
り

と
わ

か
る

。

（
ん

だ
学

が
よ

く
な

い
）

す
く

説
し

て
い

る
。

表
（

Sm
ar

tA
rt）

の
活

用
表

（
Sm

ar
tA

rt）
が

な
い

。
表

（
Sm

ar
tA

rt）
を

っ
て

し
て

い
る

内
容

に
表

（
Sm

ar
tA

rt）
を

活
用

し
表

（
Sm

ar
tA

rt）
の

活
用

に

い
る

が
分

で
あ

る
。

て
、

表
（

Sm
ar

tA
rt）

で
表

て
学

の
い

を
わ

か
り

が
み

ら
れ

、
し

て

し
て

い
る

。
や

す
く

説
し

て
い

る
。

い
る

内
容

や
学

の
い

が
よ

く
わ

か
る

。

グ
ラ

フ
の

活
用

グ
ラ

フ
が

な
い

。
グ

ラ
フ

を
っ

て
い

る
が

し
て

い
る

内
容

に
グ

ラ
フ

を
活

用
し

て
学

グ
ラ

フ
の

活
用

に
が

み

分
で

あ
る

。
て
、
グ

ラ
フ

で
表
し

て
い

る
。

の
い

を
わ

か
り

や
す

く
説

ら
れ

、
し

て
い

る
内

容

し
て

い
る

。
や

学
の

い
が

よ
く

わ

か
る

。

ス
ラ

イ
の

成
ス

ラ
イ

の
数

も
な

く
ス

ラ
イ

に
が

み
ら

れ
え

た
い

こ
と

を
に

ま
ス

ラ
イ

の
デ

イ
ン

に
ス

ラ
イ

の
デ

イ
ン

に

ニ
ー

シ
ン

も
的

な
い

。
文

字
が

多
く

、
わ

か
と

め
た

ス
ラ

イ
の

成
に

が
み

ら
れ

き
の

目
が

み
ら

れ
、

き
が

理

で
な

い
。

り
に

く
い

。
な

っ
て

い
る

。
で

成
さ

れ
て

い
る

。
解

し
や

す
い

よ
う

に
成

さ

れ
て

い
る

。

ま
と

め
の

方
ま

と
め

が
な

い
。

ま
と

め
が

文
章

の
で

あ
表

（
Sm

ar
tA

rt）
な

ど
を

活
表

（
Sm

ar
tA

rt）
な

ど
を

活
表

（
Sm

ar
tA

rt）
な

ど
を

活

る
。

用
し

て
ま

と
め

て
い

る
。

用
し

て
、

学
の

参
考

用
し

て
、

学
の

い
を

に
な

る
内

容
が

よ
み

と
れ

意
し

、
学

に
立

る
。

つ
ま

と
め

に
な

っ
て

い
る

。
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普通科

１．グループ分け

グループ グループ
1 1 2 3 4 6 21 22 27 28
2 5 6 7 8 7 23 24 25 26
3 9 10 11 12 8 29 30 31 32
4 13 14 15 16 9 33 34 39 40 41
5 17 18 19 20 10 35 36 37 38

２．系統

NO. 希望順位

名簿 名簿

(別紙）

⽂学系1 国⽂学科，英⽂学科，史学科，
哲学科，⼼理学科 など

系統 主な学科等

2 社会・国際学系
社会学科、社会福祉学科、観光学科、
⼈間社会学科、国際社会学科 など

3 法律・政治学系
法学科、政治学科 など

4 経済・経営系
経済学科、経営学科、商学科、
会計学科 など

5 教育学系
学校教育教員養成課程、
児童教育学科、養護教員養成課程 など

6 理学系
数学科、物理学科、化学科、
⽣物学科、地学科 など

7 ⼯学系
機械⼯学科、電気電⼦⼯学科、
⼟⽊学科、情報⼯学科 など

10 ⽣活科学系
家政学科、⾷物・栄養学科、
被服学科、管理栄養学科 など

8 農学・⽔産系
農学科、獣医学科、畜産学科、
⽔産学科、林業学科 など

9 医療系
医学部、⻭学部、薬学部、
看護学科、放射線学科 など
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１．グループ分け

グループ グループ
1 1 2 3 4 6 21 22 27 28
2 5 6 7 8 7 23 24 25 26
3 9 10 11 12 8 29 30 31 32
4 13 14 15 16 9 33 34 39 40
5 17 18 19 20 10 35 36 37 38

２．系統

NO. 希望順位

⼯学系 理学系 グループ 学科 な
医学系 、

1 理学系
数学科、物理学科、化学科、
⽣物学科、地学科 など

名簿 名簿

系統 主な学科等

2 理学系
数学科、物理学科、化学科、
⽣物学科、地学科 など

3 ⼯学系
機械⼯学科、電気電⼦⼯学科、
⼟⽊学科、情報⼯学科 など

4 ⼯学系
機械⼯学科、電気電⼦⼯学科、
⼟⽊学科、情報⼯学科 など

5 医学系
医学科 など

6 医学系
医学科 など

7 ⻭薬系
⻭学部、薬学部 など

10 教育学系
学校教育教員養成課程、
児童教育学科、養護教員養成課程 など

8 医療系
医⻭薬系

看護学科、理学療法学科、
業療法学科、 学科 など

9 農学・⽔産系
農学科、獣医学科、畜産学科、
⽔産学科、林業学科 など

51



52



     
 
 
 
 

53



54


